
●講義の概要
　中小企業の自律化やイノベーション、地域活性化への貢献
など、中小企業の有する重要なテーマについて学習し理解を
深める。

●講義の到達目標
　中小企業の多くは地域で活動しており、地域活性化にも貢
献している。この中小企業の多面的な活動について理解を深
め、修士論文の執筆に必要な基礎的能力と専門知識を修得す
る。

●講義計画
　前期では主にマクロ的な視点から中小企業のおかれている
状況について理解を深め、後期では、中小企業の経営的な視
点からの理解を深める。これらを通じて中小企業に対する問
題意識を深め、各自の修士論文の研究テーマを検討する。

●成績評価基準と方法
　毎回の出席と事前の予習、ディスカッションへの参加度、
レポート等で総合的に評価する。

●テキスト又は参考文献
高田、村社、上野、前田編『現代中小企業論』同友館　2013
年　2800＋税
池田潔『現代中小企業の経営戦略と地域・社会との共生』ミ
ネルヴァ書房　2018年　5400円
その他必要に応じて紹介する。

●受講上の留意点
　予習、復習を怠らないこと。ディスカッションできるよう、
議論ネタを考えてくること。
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池田　潔
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●講義の概要
　国際経営問題を扱った代表的文献（著作・論文）を輪読し
ながら知識を修得する。その過程で修士論文の研究テーマを
受講生に見つけてもらう。

●講義の到達目標
　国際経営の多様な問題の特性と現実を理解すること。

●講義計画
　国際経営の多様な問題の特性を扱った文献を講読し、修士
論文の研究テーマの選択に役立てる。
　前期では代表的な文献を輪読し、後期では受講生の関心の
深いテーマを掘り下げた文献研究を行う。

●成績評価基準と方法
　授業における受講生の報告内容と議論への参加度によって
判定する。

●テキスト又は参考文献
　受講生と相談の上、決定する。

●受講上の留意点
　受講生の積極的な議論への参加を求める。

演習Ⅰ
担 当 者

開講時期 単　　位

梅野　巨利
通年 4
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